
 

 

2017年 4月 25 日 

株式会社日立製作所 

執行役社長兼 CEO 東原 敏昭 

（コード番号：6501) 

（上場取引所：東･名） 

 

 

日立が空気圧縮機メーカーを買収する契約を締結し、 

北米の産業ビジネスに本格参入 

強固なグローバル販売網を獲得し、デジタルソリューションを展開 

 

株式会社日立製作所(執行役社長兼CEO：東原 敏昭／以下、日立)とAccudyne Industries (CEO：

Charles Treadway／以下、アキュダイン社)は、本日、アキュダイン社の子会社および保有資産で

運営され、Sullair ブランドの空気圧縮機の製造・販売を手がける Sullair 事業(President: John 

(Jack) Carlson／以下)を日立が買収する契約を締結しましたので、別紙の通りお知らせします。 

 

 

 

 

 

■お問い合わせ先 

株式会社日立製作所 ブランド･コミュニケーション本部 広報・IR部 

〒100-8280 東京都千代田区丸の内一丁目 6番 6号 

電話 03-5208-9324（直通） 

 

以  上 
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2017年 4月 25日 

株式会社日立製作所 

Accudyne Industries Acquisition Sarl 

 

日立が空気圧縮機メーカーを買収する契約を締結し、 

北米の産業ビジネスに本格参入 

強固なグローバル販売網を獲得し、デジタルソリューションを展開 

 

 

株式会社日立製作所(執行役社長兼 CEO：東原 敏昭／以下、日立)と Accudyne Industries 

(CEO：Charles Treadway／以下、アキュダイン社)は、本日、アキュダイン社の子会社および

保有資産で運営され、Sullair ブランドの空気圧縮機の製造・販売を手がける Sullair 事業

(President: John (Jack) Carlson／以下、サルエアー)を日立が買収する契約を締結しました。  

 

日立は、進化した社会イノベーション事業でお客さまとの協創を加速させ「IoT 時代のイノ

ベーションパートナー」となることをめざし、2016 年 4月より、フロント･プラットフォーム･

プロダクトから成るマーケットドリブンな事業体制を導入しています。フロントが、IoT プラ

ットフォーム「Lumada(ルマーダ)」をコアに、デジタル技術を活用した社会イノベーション事

業を迅速・効率的に提供することで、お客さまと共に新たな価値を創造しています。 

 

本買収により日立は、サルエアーの北米地域を中心としたグローバルな販売ネットワークを

獲得します。サルエアーの顧客に、日立が長年培ってきた IT×OTのノウハウを活用したデジ

タルソリューションや、IoT 対応プロダクトを提供して社会イノベーション事業のグローバル

展開を加速させます。 

 

また、プロダクト事業で日立は、「幅広い産業ニーズに応える『強いプロダクト事業』の確立」

をめざし、2015 年 5 月に日立の産業機器事業を統合したインダストリアルプロダクツビジネ

スユニット(CEO：青木 優和)を立上げました。中小型の産業機器事業を手がける株式会社日立

産機システム(取締役社長：荒谷 豊／以下、日立産機)と一体となったプロダクト事業を展開し

ています。特に空気圧縮機事業を重点事業として位置づけ、日本およびアジアを中心に高品質

かつ高効率なプロダクトを提供しています。サルエアーの製品群に、補完関係がある日立製品

を加え、北米地域を中心としたグローバルな販売ネットワークを活用し、空気圧縮機事業の拡

大を図ります。 

 

サルエアーは、1965年の創業以来、信頼性を武器とした幅広い空気圧縮機製品をグローバル

に販売しています。特に北米地域を中心とした強固な販売ネットワークと顧客基盤を確立して

います。アキュダイン社が日立を選択したのは、日本およびアジアに販売網を有して相互補完
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の関係にあり、サルエアーが長期的な成功を収めるためのベストパートナーと判断したもので

す。日立への売却は、サルエアーとその従業員にとってもベストな選択です。 

 

日立 執行役副社長兼インダストリアルプロダクツビジネスユニット CEO 青木 優和 

のコメント 

「本日、アキュダイン社と、空気圧縮機事業を手がけるサルエアーの買収について合意する

ことができ、大変嬉しく思います。日立は、サルエアーの強みを融合することで競争力を向上

させ、空気圧縮機事業を強化するとともに、サルエアーの持つ北米を中心とするグローバル 

フットプリントを活用することで、社会イノベーション事業のグローバル展開を加速させま

す。」 

 

アキュダイン社 CEO Charles Treadwayのコメント 

「本件は、サルエアー、従業員、代理店パートナーおよび、お客様にとって非常に魅力的で

あると考えており、日立と合意することができ、大変嬉しく思います。」 

 

サルエアー・プレジデント Jack Carlsonのコメント 

「日立およびサルエアーのパートナーシップにより、更なる飛躍に向けて挑戦を続けたいと

思います。」 

 

サルエアーの買収総額は 1,245 百万ドル(約 1,357 億円)です。なお、買収総額は、サルエア

ーの運転資本金額および純負債額に変動が生じた場合等は、譲渡実行時に修正される可能性が

あります。 
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■アキュダイン社の概要 

名 称 Accudyne Industries Acquisition Sarl 

所 在 地 ルクセンブルク 

代表者の役職・氏名 CEO／Charles L. Treadway 

事 業 内 容 
フローコントロール及び空気圧縮機等の製造･販売･ 

サービス 

設 立 年 月 日 2012年 5 月 4日(創業：1999年) 

資 本 金 1,319百万ドル(143,774百万円) (2016 年 12月 31日現在) 

連 結 純 資 産 231百万ドル(25,233 百万円) (2016年 12月 31日現在) 

連 結 総 資 産 2,729百万ドル(297,479百万円) (2016 年 12月 31日現在) 

大株主及び持株比率 
BC Partnersの関係会社: 約 49.0%(間接保有) 

The Carlyle Groupの関係会社: 約 49.0%(間接保有) 

日 立 と 当 該 会 社 

と の 間 の 関 係 

資本関係 記載すべき事項はありません。 

人的関係 記載すべき事項はありません。 

取引関係 記載すべき事項はありません。 

関連当事者への該当状況 記載すべき事項はありません。 

総 社 員 数 約 2,500人 
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■サルエアーの概要(注 1) 

名 称 Sullair US Purchaser, Inc. 

所 在 地 米国 イリノイ州 

代表者の役職・氏名 President／Jack Carlson 

事 業 内 容 空気圧縮機などの製造･販売･サービス 

資 本 金 377百万ドル(41,055 百万円) (2016年 12月 31日現在) 

設 立 年 月 日 2012年 8 月 9日(創業：1965年) 

大株主及び持株比率 Accudyne Industries Acquisition Sarl: 100.0%(間接保有) 

日 立 と 当 該 会 社 

と の 間 の 関 係 

資本関係 記載すべき事項はありません。 

人的関係 記載すべき事項はありません。 

取引関係 記載すべき事項はありません。 

関連当事者への該当状況 記載すべき事項はありません。 

総 社 員 数 約 890人 

最近 3年間の財政状態・経営成績(US GAAP)(注 2) 

決 算 期 2014年 12月期 2015年 12月期 2016年 12月期 

純資産(百万円) 81,851 130,819 115,542 

総資産(百万円) 94,073 145,239 128,895 

売上高(百万円) 55,238 50,245 43,186 

EBIT(百万円) 

(注 3) 
9,424 △6,759 △8,838 

税引前当期純利益 

(百万円) 
9,068 △6,981 △13,139 

当期純利益 

(百万円) 
8,186 △6,277 △12,485 

  
  

調整後 EBITDA 

(百万円)(注 4) 
11,662 10,202 7,044 

(注 1) 「名称」から「日立と当該会社との間の関係」については、サルエアーの主要会社である Sullair US Purchaser, Inc.に 

ついて記載しています。 「総社員数」および「最近 3年間の財政状態・経営成績」には、サルエアー全体について記

載しています。 

(注 2) USD／JPY為替レートは 109円を使用しています。 

(注 3) サルエアーの EBITは、2012年 12月にサルエアーを United Technologies社から買収した時に計上された無形資産の

償却が大きく影響しています。 

(注 4) サルエアーの調整後 EBITDAは、サルエアーのマネジメントによる一時費用等の調整後 EBITDAであり、US GAAP

に基づく数値ではありません。  
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■Sullair Asia Pte. Ltd.の概要 

名 称 Sullair Asia Pte. Ltd. 

所 在 地 シンガポール 

代表者の役職・氏名 Representative / Teck Huang Teo 

事 業 内 容 空気圧縮機などの製造･販売･サービス 

資 本 金 487百万ドル(53,076 百万円) (2016年 12月 31日現在) 

設 立 年 月 日 2012年 9 月 7日 

大株主及び持株比率 Silver II UK Holdings Ltd.: 100% 

日 立 と 当 該 会 社 

と の 間 の 関 係 

資本関係 記載すべき事項はありません。 

人的関係 記載すべき事項はありません。 

取引関係 記載すべき事項はありません。 

関連当事者への該当状況 記載すべき事項はありません。 

総 社 員 数 約 293人 

最近 3年間の財政状態・経営成績(US GAAP)(注) 

決 算 期 2014年 12月期 2015年 12月期 2016年 12月期 

純資産(百万円) 10,659 46,047 39,860 

総資産(百万円) 14,207 56,221 48,635 

1株当たり純資産(円) 21.89 94.56 81.86 

売上高(百万円) 16,813 16,150 10,466 

EBIT(百万円) 3,653 △2,547 △4,185 

税引前当期利益 

(百万円) 
3,673 △2,441 △4,006 

当期純利益(百万円) 2,767 △2,187 △3,354 

1株当たり当期純利益

(円) 
5.68 △4.49 △6.89 

(注)USD／JPY為替レートは 109円を使用しています。 
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■取得株式数、取得前後の所有株式の状況および取得価額(注 1) 

①Sullair US Purchaser, Inc. 

異動前の所有株式数 
0株 

(議決権所有割合：0.0%) 

取 得 株 式 数 1,000株(注 2) 

異動後の所有株式数 
1,000株 

(議決権所有割合：100.0％(うち、間接所有分 100.0％)) 

(注 1) 本件においては、Sullair US Purchaser, Inc.および Sullair Asia Pte. Ltd.以外にも Silver II Australia Holdings Pty 

Ltd.の株式を 100％取得する予定です。 

(注 2) Sullair US Purchaser, Inc.の株主および Accudyne Industries Acquisition Sarlの子会社である Silver II Guernsey 

Holdings, Ltd.,から、上記株式を取得します。 

 

②Sullair Asia Pte. Ltd. 

異動前の所有株式数 
0株 

(議決権所有割合：0.0%) 

取 得 株 式 数 486,934,364株(注 3) 

異動後の所有株式数 
486,934,364株 

(議決権所有割合：100.0％(うち、間接所有分 100.0％)) 

(注 3) Sullair Asia Pte. Ltd.の株主である Silver II UK Holdings Ltd.から、上記株式を取得します。 

 

③サルエアー取得価額合計 

約 1,357億円(注 4) 

(注 4) 買収総額は、サルエアー事業の運転資本金額および純負債額に変動が生じた場合等は、譲渡実行時に修正される可能性

があります。 

 

■日程 

譲渡契約締結日 2017年4月25日 

譲渡実行日 未定 

 

■今後の業績に与える影響 

 2018年3月期の日立連結決算において、重要な影響をおよぼすことが明らかになった場合に

は、速やかにお知らせします。 
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＜将来の見通しに関するリスク情報＞ 

本資料における当社の今後の計画、見通し、戦略等の将来予想に関する記述は、当社が現時点で合理

的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等の結果は見通しと大きく異なることがあ

りえます。その要因のうち、主なものは以下の通りです。 

・主要市場(特に日本、アジア、米国および欧州)における経済状況および需要の急激な変動  

・為替相場変動(特に円／ドル、円／ユーロ相場)  

・資金調達環境  

・株式相場変動  

・原材料・部品の不足および価格の変動  

・長期契約におけるコストの変動および契約の解除  

・信用供与を行った取引先の財政状態 

・製品需給の変動  

・製品需給、為替相場および原材料価格の変動並びに原材料・部品の不足に対応する当社および子会社の能力  

・新技術を用いた製品の開発、タイムリーな市場投入、低コスト生産を実現する当社および子会社の能力  

・価格競争の激化 

・社会イノベーション事業強化に係る戦略  

・企業買収、事業の合弁および戦略的提携の実施並びにこれらに関連する費用の発生 

・事業再構築のための施策の実施  

・持分法適用会社への投資に係る損失  

・主要市場・事業拠点(特に日本、アジア、米国および欧州)における社会状況および貿易規制等各種規制 

・コスト構造改革施策の実施 

・人材の確保 

・自社特許の保護および他社特許の利用の確保  

・当社、子会社または持分法適用会社に対する訴訟その他の法的手続  

・製品やサービスに関する欠陥・瑕疵等  

・地震・津波等の自然災害、感染症の流行およびテロ・紛争等による政治的・社会的混乱 

・情報システムへの依存および機密情報の管理  

・退職給付に係る負債の算定における見積り 

 

■報道機関お問い合わせ先 

Accudyne Industries CFO [担当：Kyle Lorentzen] 

TEL +1-469-518-4741 (直通)                                      

 

株式会社日立製作所 ブランド･コミュニケーション本部 広報･IR部 [担当：久永、速水] 

〒100-8280 東京都千代田区丸の内一丁目 6-6 

TEL 03-5208-9324 (直通)                                      

 

以 上 


